
【築30年以上】

【全体】

昭
和
３０
年
代
か
ら
４０
年
代
に
か
け

て
の
高
度
経
済
成
長
を
契
機
に
、
本

市
の
人
口
は
急
激
に
増
加
し
、
市
は
、

急
増
す
る
人
口
に
対
応
す
る
た
め
学

校
や
保
育
所
の
ほ
か
、
庁
舎
等
の
公

共
施
設
の
整
備
を
集
中
的
に
進
め
て

き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
建
て
ら
れ
た
公
共
施

設
の
中
で
最
も
多
い
の
は
小
・
中
学

校
な
ど
の
学
校
教
育
施
設
で
、
築
３０

年
以
上
の
建
物
の
面
積
の
約
７
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
昭
和

４３
年
に
市
役
所
本
庁
舎
、
５０
年
に
市

立
病
院
、
５４
年
に
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
重
要
な
施
設
を
建

設
し
て
い
ま
す
。

建
物
の
寿
命
は
一
般
的
に
５０
〜
６０

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
４０
年

代
初
期
に
整
備
し
た
建
物
は
、
間
も

な
く
築
５０
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
、
そ
の
後
も
次
々
と
建
替
え
の
時

期
が
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
に
お
け
る
、
本
市
の
将

来
推
計
人
口
で
は
、
平
成
３５
年
の

３４
・
１
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
る
予
測
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
２５
年
と
２０
年
後
の
平

成
４５
年
の
状
況
を
比
較
し
て
み
ま
す
。

総
人
口
は
ピ
ー
ク
の
３４
・
１
万
人
か

ら
約
１
・
５
万
人
減
の
３２
・
６
万
人

と
な
り
ま
す
。
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

は
７
・
１
万
人
か
ら
１
・
７
万
人
増
の

８
・
８
万
人
、そ
の
う
ち
７５
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
は
２
・
７
万
人
か
ら
５

万
人
と
、１
・
９
倍
に
急
増
す
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
の
割
合
は
、
平
成
２５
年
の

２１
・
５
％
か
ら
２７
％
に
上
昇
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。一
方
、１４
歳
〜
６４
歳

の
生
産
年
齢
人
口
は
、
す
で
に
平
成

１５
年
か
ら
減
少
が
始
ま
っ
て
お
り
、

税
収
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
１４
歳
以
下
の
年
少
人
口
は

４
・
５
万
人
前
後
で
推
移
し
ま
す
が
、

平
成
４５
年
に
は
４
万
人
を
割
り
込
む

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
等
に
よ
る
税
収

減
、
ま
た
、
急
速
に
進
む
高
齢
化
に

伴
い
、
福
祉
な
ど
の
義
務
的
経
費
が

増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
施
設

等
の
整
備
や
維
持
管
理
費
用
の
確
保

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
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本
市
は
、
昭
和
33
年
の
市
制
施
行
以
降
、
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
急
速
に
成
長
し
、
多
種
多
様
な
行

政
需
要
に
応
え
る
た
め
、
多
く
の
公
共
施
設
等
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
等
が
老
朽
化
し
、
次
々
と
大
規
模
修
繕
や
建
替
え
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
、

そ
の
経
費
が
財
政
上
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
市
で
は
、
平
成
27
年
3
月
に
、
公
共
施
設
等
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
て
、
老
朽
化
対
策
の

基
本
的
な
方
向
性
を
示
し
た
「
越
谷
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
計
画
に
お
け
る
推
計
に
よ
り
、
公
共
施
設
の
総
量
を
2
割
以
上
縮
減
す
る
な
ど
の
対
策
を
行
わ
な
け

れ
ば
、
将
来
に
わ
た
っ
て
公
共
施
設
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た

公
共
施
設
が
次
々
と

建
替
え
の
時
期
を
迎
え
る

用途別公共施設の割合（表）
延べ床面積（㎡）

全体（面積比）

315，825（56．6％）

37，658（ 6．7％）

34，531（ 6．2％）

34，332（ 6．2％）

31，424（ 5．6％）

27，721（ 5．0％）

27，252（ 4．9％）

12，470（ 2．2％）

11，687（ 2．1％）

9，244（ 1．7％）

15，471（ 2．8％）

557，615（100．0％）

築30年未満（面積比）

86，821（35．4％）

23，679（ 9．7％）

15，389（ 6．3％）

20，120（ 8．2％）

24，840（10．1％）

14，416（ 5．9％）

18，328（ 7．4％）

12，470（ 5．1％）

6，745（ 2．7％）

7，059（ 2．9％）

15，471（ 6．3％）

245，338（100．0％）

築30年以上（面積比）

229，004（73．3％）

13，979（ 4．5％）

19，142（ 6．1％）

14，212（ 4．6％）

6，584（ 2．1％）

13，305（ 4．3％）

8，924（ 2．8％）

0（ 0．0％）

4，942（ 1．6％）

2，185（ 0．7％）

0（ 0．0％）

312，277（100．0％）

用 途

学校教育施設 【小・中学校、給食センター等】

庁舎等行政関連施設
【市役所・斎場、廃棄物処理施設等】

保健・医療施設 【市立病院、保健センター等】

社会教育・コミュニティ施設
【地区センター・公民館、交流館、図書館等】

スポーツ施設【総合体育館、市民球場、市民プール等】

市民文化施設 【市民会館、コミュニティセンター等】

子育て支援施設 【保育所、児童館、学童保育室等】

福祉施設【老人福祉センター、障害者福祉センター等】

市営住宅

消防関連施設 【消防庁舎、消防団施設】

その他 【公園、物産展示場、駐車場等】

合 計

昭和３０～４０年代に人口が急増し、

主に学校教育施設を多く建てる

ことが必要だったんだ。

人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ
る

税
収
減
と
扶
助
費
の
増
大

１５～６４歳の

働き盛りの人たちは

すでに減少し始めて

いるんだよ。

我々が若い頃は、

人口は右肩上がりで、

どんどん公共施設が

建ったもんだが…

ところで、

公共施設を維持して

いくために、

どれぐらいの費用が

かかるのかしら？

用途別公共施設の割合（グラフ）

年齢区分別の
将来人口推計

特集
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目
標
1

建
物
の
総
量
の
縮
減

保
有
す
る
建
築
物
の

22
％
以
上
を
減
ら
す

目
標
2

建
物
の
長
寿
命
化

建
築
物
を

80
年
間
使
用
す
る

次
の
世
代
に

負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に

共
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う

老
朽
化
し
た
施
設
が
次
々
と
建
替

え
の
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
空
調
な

ど
設
備
機
器
の
入
れ
替
え
、
外
壁
の

防
水
工
事
な
ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
果
た
し
て
ど

れ
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
も
の
か
、

推
計
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
２１
〜
２５
年
の
５

年
間
平
均
で
公
共
施
設
の
維
持
や
更

新
の
た
め
に
使
用
し
た
投
資
的
経
費

の
平
均
額
４８
・
５
億
円
に
対
し
、
今

後
４０
年
で
は
年
平
均
６１
・
８
億
円
、

総
額
で
２
４
７
２
・
３
億
円
が
必
要

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
現
在
、
建
物
の
更
新
や

修
繕
に
要
し
て
い
る
経
費
の
１
・
３

倍
の
費
用
が
毎
年
必
要
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
さ
ら
に
道
路
や
橋

り
ょ
う
、
公
共
下
水
道
、
ポ
ン
プ
場

な
ど
の
都
市
基
盤
施
設
の
更
新
費
用

を
含
め
る
と
そ
の
数
値
は
１
・
６
倍

に
膨
ら
む
見
込
み
で
す
。

こ
れ
ま
で
施
設
の
維
持
更
新
に
投

じ
て
き
た
経
費
（
年
平
均
４８
・
５
億

円
）
を
今
後
も
確
保
で
き
る
も
の
と

仮
定
し
、
そ
の
金
額
と
今
後
４０
年
間

に
必
要
と
さ
れ
る
金
額
（
年
平
均

６１
・
８
億
円
）
を
比
較
し
ま
す
。
建

物
で
は
、
必
要
額
２
４
７
２
億
円
に

対
し
て
１
９
４
０
億
円
で
、
そ
の
差

５
３
２
億
円
、
都
市
基
盤
施
設
で
は

３
２
６
４
億
円
に
対
し
て
１
５
４
８

億
円
で
、
そ
の
差
１
７
１
６
億
円
が

不
足
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
現
在
の
規
模
の
ま
ま
施

設
の
維
持
・
更
新
（
建
替
え
）
を
行

お
う
と
す
れ
ば
、
建
物
で
２２
％
、
都

市
基
盤
施
設
で
５３
％
の
経
費
が
不
足

す
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
将
来
の
財
政
状
況
を
踏
ま

え
て
総
合
的
な
施
設
管
理
を
行
わ
な

け
れ
ば
、
現
状
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
公
共
施
設
を
現
状

と
同
じ
規
模
で
更
新
す
る
こ
と
は
、

現
下
の
財
政
状
況
で
は
、
現
実
的
に

不
可
能
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
真
に

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て

提
供
す
る
た
め
に
は
、
今
後
の
人
口

の
変
化
に
対
応
し
た
施
設
数
や
規
模

の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
財
政
負

担
の
軽
減
と
集
中
す
る
コ
ス
ト
の
平

準
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

財
政
面
で
は
、
新
た
な
公
共
施
設

の
建
設
に
お
い
て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
（
生
涯
費
用
と
も
言
わ
れ

る
、
建
物
の
設
計
・
建
設
か
ら
解
体

に
至
る
ま
で
の
総
費
用
）
を
意
識
し

た
管
理
を
行
い
、
公
共
施
設
に
か
か

る
総
支
出
額
の
抑
制
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
未
利
用
地
の
売
却
や

貸
付
と
と
も
に
、
受
益
者
負
担
の
適

正
化
、
官
民
連
携
な
ど
民
間
の
資
金

や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
と
い
っ
た
、
新

た
な
財
源
確
保
の
検
討
に
努
め
ま
す
。

体
制
面
で
は
、
公
共
施
設
の
計
画

的
な
管
理
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、

施
設
の
情
報
を
一
元
管
理
す
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
、
専
門
組
織
の
設
置

な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

そ
し
て
、
主
要
な
対
策
に
「
建
物

の
総
量
の
縮
減
」
と
「
建
物
の
長
寿

命
化
」
を
位
置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
目

標
を
設
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

現
状
で
は
今
後
の
公
共
施
設
の
更

新
や
維
持
管
理
に
必
要
な
費
用
が
十

分
に
確
保
で
き
る
見
込
み
が
立
た
な

い
以
上
、
建
物
の
絶
対
量
を
減
ら
す

な
ど
、
総
量
を
抑
制
し
経
費
を
抑
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

経
費
か
ら
換
算
す
る
と
、
抑
制
す

べ
き
面
積
は
、
２２
％
以
上
、
１２
・
３

万
平
方
㍍
の
縮
減
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

縮
減
の
手
法
と
し
て
は
、
新
規
施

設
整
備
の
抑
制
、
施
設
の
統
廃
合
や

複
合
化
、
建
築
規
模
の
縮
小
な
ど
を

挙
げ
て
い
ま
す
。

建
物
の
絶
対
量
を
減
ら
す
だ
け
で

は
、
集
中
す
る
更
新
経
費
の
平
準
化

は
で
き
ま
せ
ん
。
５０
〜
６０
年
と
言
わ

れ
て
い
る
建
物
の
寿
命
を
延
ば
し
、

更
新
時
期
を
ず
ら
す
こ
と
で
、
ピ
ー

ク
を
平
均
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

建
物
の
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、
躯

体
に
使
用
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
等
の
劣
化
を
防
ぎ
、
給
排
水
や
電

機
な
ど
の
設
備
の
改
修
工
事
を
適
切

に
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
計

画
的
な
修
繕
計
画
と
実
施
体
制
が
必

要
で
す
。

公
共
施
設
の
老
朽
化
問
題
は
先
の

話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
負
担
を
増
や
さ
な
い

よ
う
、
今
か
ら
対
策
を
考
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。
放

置
す
れ
ば
近
い
将
来
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
自
体
が
維
持
で
き
な
く
な
り
、
結

果
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
大
き
な

負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
危
険
を

は
ら
ん
で
い
ま
す
。
新
規
建
築
の
抑

制
や
施
設
の
統
廃
合
・
複
合
化
な
ど

は
、
と
き
に
は
利
用
者
に
負
担
を
与

え
る
こ
と
と
な
り
、
不
便
に
感
じ
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

将
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
当
に

必
要
な
も
の
を
選
択
し
て
い
く
勇
気

が
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
計
画
を
基
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
的
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
40
年
で
2
4
7
2
億
円
⁉

施
設
の
更
新
費
用
の
推
計

〈コスト試算の条件〉
建物の耐用年数を60年

と想定して全ての公共施
設を更新すると仮定し、
平成65年度までの40年間
で施設の維持・更新費用
を積み上げています。

更に公共下水道、

道路、橋りょう

といった都市基

盤施設も含める

とかなりの費用

がかかる計算に

なるんだ。

公
共
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
…

そ
こ
で
、
将
来
の
た
め
に

こ
ん
な
目
標
を
立
て
ま
し
た
…

建建
物物
のの
総総
量量
縮縮
減減
とと

長長
寿寿
命命
化化
にに
取取
りり
組組
みみ
まま
すす

それは大変だわ…、

私たちは

どうしたら

いいのかしら。

今後の建物の建替え、大規模改修にかかるコスト試算（整備方式別）

複合化のイメージ

越谷市公共施設等総合管理計画基本方針（フロー図）

未来を担う子どもたちに負担を

かけることになるから、しっかり

対策を考えないといけないわね。

特集 どうする！ 公共施設の老朽化問題
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